
　

６
月
よ
り
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

の
放
課
後
に
開
催
し
て
き
た
「
子
ど
も

農
園
」（
全
13
回
、
25
名
参
加
）
は
、

１
月
で
全
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
10
回
（
11
／
８
）
は
来
年
度
収
穫

予
定
の
玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
と
、
大
根
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
11
回
（
11
／
22
）
は
落
花
生
の
収

穫
を
行
い
ま
し
た
。
各
家
庭
に
持
ち

帰
っ
た
後
、
ゆ
で
落
花
生
と
し
て
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
12
回
（
12
／
13
）
は
今
年
度
使
用

し
た
軍
手
・
長
靴
の
洗
濯
と
、
畑
で
育

て
た
コ
キ
ア
か
ら
、
ほ
う
き
を
作
る
方

法
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
に
教
わ
り

ま
し
た
。

　

最
終
回
（
１
／
10
）
は
、
豊
作
や
家

族
の
幸
せ
を
願
う
「
だ
ん
ご
さ
し
」
を

行
い
、
最
後
に
今
年
度
の
活
動
の
振
り

返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
（
１
／
24
）
は
、
希
望
者
対
象

で
、
ベ
ー
カ
リ
ー
麦
々
工
房
の
金
成
敦

子
さ
ん
を
講
師
に
「
味
噌
づ
く
り
体
験

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
味
噌
は
今
年

の
夏
頃
に
完
成
予
定
。
食
べ
る
の
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で

楽
し
く
、
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
そ

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
先
生
方
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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子
ど
も
農
園（
１
月
で
活
動
終
了
）

↑玉ねぎは赤白 2 種類植えました

↑大量の落花生が実をつけました

↑葉っぱも巨大な大根 ↑↓びっくりするサイズの大根がたくさんとれました！

↑初めて見るコキアほうきに興味津々

↑塩・こうじ・大豆を混ぜて味噌づくり ↑短冊に農園の感想や願いをこめて．．．
↑満足度アンケート
　（最終回 22名集計）



　

畑
の
み
え
る
レ
ス
ト
ラ
ンE

ア
ー
ス

arth

の
木
幡

睦
人
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、11
月
28
日
（
木
）

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の
特
別
な
夜
を
彩
る

お
も
て
な
し
料
理
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
実
習
合
間

の
会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
、「
お
家
で
で
き

る
簡
単
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
」、「
ビ
ー
フ
ス
ト

ロ
ガ
ノ
フ
」、「
彩
り
野
菜
ス
ー
プ
」
の
三
品

が
完
成
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
し

た
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
食
材
で
も
豪
華
」、「
プ

ロ
の
味
付
け
を
知
っ
た
」、「
細
や
か
な
ア
ド

バ
イ
ス
に
感
謝
」
等
、
参
加
者
か
ら
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
料
理
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
（
火
）、
い
わ
き
市
出
身
の
詩

人
草
野
心
平
の
講
座
（
全
七
回
）
を
開
催
し
、

福
島
大
学
の
髙
野
保
夫
名
誉
教
授
に
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
７
回
は
、
講
座
タ
イ
ト
ル
と
な
る
「
詩

人
心
平
の
曼
陀
羅
」
と
し
て
、
様
々
な
主
題

の
作
品
に
つ
い
て
、
実
際
に
、
全
員
で
詩
を

音
読
し
な
が
ら
、
最
終
回
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
心
平
の
意

外
な
性
格
や
人
間
性
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
」
等
の
感
想
や
、
心
平
の
世
界
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
髙
野
先
生
へ
の
感
謝
・
賞
賛
の

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
伊
達
の
礎
を
築
か
れ
た
先
人

た
ち
の
足
跡
に
つ
い
て
、
髙
野
保
夫
先
生
よ

り
研
究
成
果
を
ご
披
露
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

11
月
20
・
27
日
、
12
月
４
日
（
各
水
曜
日
）

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
伊
達
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
の
菊
田
正
男
さ
ん
を
講
師
に
、

伊
達
町
内
に
あ
る
碑
（
い
し
ぶ
み
）
を
中
心

に
、
郷
土
の
歴
史
や
時
代
背
景
な
ど
紹
介
す

る
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
伊
達
・
伏
黒
地
区
に
残
る
碑
」

と
し
て
９
カ
所
、
２
日
目
は
「
箱
崎
・
東
湯

野
地
区
に
残
る
碑
」
と
し
て
８
カ
所
、
３
日

目
は
「
郷
土
の
歴
史
を
記
録
に
」
と
し
て
10

の
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
資
料

と
、
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
な
が
ら
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
町
内
の
身
近
な
歴
史

を
知
っ
た
」、「
碑
文
の
説
明
に
よ
り
先
人
の

想
い
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
」、「
資
料
・

内
容
と
も
分
か
り
易
い
」、「
よ
く
調
べ
ら
れ

た
感
心
」
な
ど
、
賞
賛
の
声
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
、大
変
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
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歴
史
講
座 

「
伊
達
町
の
今
昔
」　

詩
人
草
野
心
平
の
曼
陀
羅

“プロのコツ”を教わり、料理の腕を磨く参加者の皆さん

大
人
の
料
理
教
室
～
冬
の
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ

【参 考】歴史講座 ( 第３回 ) テキスト（抜粋）

菊田講師（左上）と、参加者の受講風景

作品を解説する髙野先生（左）と、傾聴する受講者の皆さん

… 菊田氏抜粋転載許諾済

「うちわは昔からあったが、広告媒体の一つとして使
われるようになったのは明治時代になってから…
現在伊達町で確認できたのは12点である。」
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11
月
16
日
（
土
）、L

リ

ラ

ILAS

の

長
澤
友
美
子
さ
ん
を
講
師
に
、
ク

リ
ス
マ
ス
を
彩
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

リ
ー
ス
づ
く
り
」（
仕
上
が
り
直

径
約
15
㎝
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
丁
寧
な

講
師
の
指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

真
剣
に
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
加
工
の

グ
リ
ー
ン
や
実
も
の
10
数
点
を
飾

り
な
が
ら
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
素
材
の

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
よ
り
、「
わ
か

り
易
い
説
明
」、「
セ
ン
ス
の
良
い

材
料
」、「
仕
上
が
り
に
満
足
」
等

の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
華
や
か
な
聖

夜
の
準
備
が
整
っ
た
よ
う
で
す
。

　

12
月
21
日
（
土
）、
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
お
正
月

に
か
ざ
る
縁
起
物
の
「
門
松
づ
く

り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
福
島
県
森
の
案
内
人

の
蓮
沼
昇
さ
ん
、
安
齋
正
博
さ
ん

の
お
二
人
、
そ
し
て
、
ア
シ
ス
タ

ン
ト
二
名
（
佐
藤
静
雄
さ
ん
、
吉

田
正
幸
さ
ん
）
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
一
緒
に
参
加

し
た
家
族
と
協
力
し
な
が
ら
、
切

り
口
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
竹
三
本
を
束
ね
、そ
の
周
り
に
、

松
竹
梅
や
南
天
を
飾
り
つ
け
、
そ

れ
ぞ
れ
素
敵
な
「
笑
い
門
松
」
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
檜
材
等
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

楽
し
い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
（
土
）、
桑
名
医
院

桑
名
俊
光
院
長
を
講
師
に
、「
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
健
康
講
話
～

認
知
症
予
防
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

二
〇
二
四
」
と
題
し
た
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
理
事
長
挨
拶
の
後
、
最
近

の
認
知
症
予
防
を
中
心
に
、
食
生

活
の
改
善
や
運
動
の
重
要
性
、
ロ

コ
モ
体
操
等
、
元
気
に
過
ご
す
た

め
の
秘
訣
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
（
土
）、
生
後
一
ヶ

月
～
あ
ん
よ
前
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
心

地
よ
い
時
間
を
過
ご
す
「
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
TAS
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
―
ジ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
―
の
斎
藤
雅
恵

さ
ん
で
す
。

　

講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
践
し
な
が
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

ふ
れ
あ
い
の
仕
方
や
、
平
安
な
心

を
意
識
し
つ
つ
、
更
な
る
絆
を
深

め
た
よ
う
で
す
。

　

１
月
30
日
（
木
）、
キ
ッ
コ
ー

ゲ
ン
醤
油
株
式
会
社
の
宍
戸
さ

ん
、
小
野
さ
ん
の
お
二
人
を
講
師

に
迎
え
、
味
噌
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

募
集
を
超
え
る
応
募
（
56
名
）

が
あ
り
、
参
加
の
際
の
感
染
症
対

策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仕
込
み
手
順
は
、
塩
と
麹
を
混

ぜ
、
水
を
加
え
な
が
ら
、
蒸
し
た

大
豆
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
発
酵
を
促

す
た
め
の
樽
詰
め
を
し
ま
す
。

　

水
や
塩
加
減
を
独
自
に
調
節
す

る
熟
練
者
も
お
り
、
皆
さ
ん
、
手

際
よ
く
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

仕
込
ん
だ
味
噌
は
、
今
後
、
２

回
位
天
地
返
し
を
行
い
、
秋
頃
に

は
、
旨
味
や
甘
み
が
熟
成
さ
れ
た

美
味
し
い
味
噌
が
出
来
上
が
り
ま

す
。

味
噌
づ
く
り
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

門
松
づ
く
り
教
室

伊
達
西
地
区
健
康
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

講師のアドバイスを受けながら製作

立派な笑い門松が完成！

桑名先生 (左上 ) と参加者の様子

親子でのマッサージ風景

参加者風景（今年もリピーター率高め！）

出
来
映
え
～

満足度アンケート（44名参加）

▽参加者の声▽
・楽しく役立つ内容で良かった。
・説明がとても分かりやすく理解　　
　できた。
・栄養と運動に心がけ明るい生活
　にしていきたい。

説
明
す
る
宍
戸
さ
ん(

右
上)

人形を用い説明
　する斎藤講師



　

根
田
町
内
会
は
、
西
側
は
「
た
ま
の
や
こ

こ
ろ
斎
苑
伊
達
」
か
ら
、
東
側
は
「
聖
光
学

院
高
等
学
校
」
ま
で
の
道
路
沿
い
の
南
北
に

位
置
す
る
114
世
帯
（
２
法
人
含
む
）
で
構
成

さ
れ
、北
側
は
桑
折
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
内
会
に
は
名
所
旧
跡
は
何
も
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
昭
和
38
年
よ
り
居
住
し
て

い
る
方
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
道

路
は
農
道
で
あ
り
、
北
側
一
帯
は
農
地
、
民

家
は
一
軒
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
40

年
代
に
入
り
、
宅
地
造
成
や
民
家
が
少
し
ず

つ
建
て
ら
れ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
て
き
た
と

の
事
で
す
。

　

ま
た
、
駅
前
集
会
所
は
、
今
か
ら
50
年
位

前
に
、
古
材
を
活
用
し
て
地
元
の
建
設
会
社

で
建
て
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

当
町
内
会
の
主
な
活
動
内
容
は
、「
道
路

愛
護
デ
ー
」
に
併
せ
て
道
路
・
側
溝
清
掃
の

ほ
か
、
集
会
所
・
お
休
み
処
ね
だ
等
の
除
草

作
業
を
は
じ
め
、
伊
達
駅
前
四
町
内
会
連
絡

協
議
会
と
し
て
、
花
壇
の
花
植
え
、
防
災
訓

練
の
安
否
確
認
調
査
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
作
業
、
集
会
所
の
施
設
管
理
・
庭
木
剪
定
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
除
草
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
駅
前
四
町
内
会
の
各
種
団
体
と
し

て
は
、
子
供
会
、
屋
台
保
存
会
、
育
成
会
、

消
防
団
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
、
駅
前
長
寿
会
、
交
通
安
全
協
会
、

住
民
福
祉
会
な
ど
が
あ
り
、
各
種
事
業
に
対

す
る
支
援
、
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
高
齢
化
に
よ
る
一

人
暮
ら
し
・
二
人
暮
ら
し
及
び
空
家
の
問

題
、
町
内
会
各
所
の
自
主
的
な
緑
地
管
理
の

衰
退
、
役
員
後
継
者
の
問
題
等
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
背

伸
び
す
る
こ
と
な
く
、
町
内
会
の
実
態
に
合

わ
せ
て
現
実
的
な
内
容
に
変
え
て
行
き
、
安

心
し
て
住
み
や
す
い
町
内
会
に
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
根
田
町
内
会
長　

佐
々
木
茂
男
）

　

11
月
23
日
（
土
）、
伊
達
小
学
校
ア
リ
ー

ナ
に
於
い
て
、伊
達
西
地
区
連
合
会
事
業「
歴

史
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
大
学
名
誉
教
授 

髙
野
保
夫
先
生
か

ら
、
伊
達
小
の
前
身
で
あ
る
「
由

ゆ
う
が
く
じ
ゅ
く

学
塾
」
の

由
来
や
、
伊
達
・
長
岡
の
先
人
の
足
跡
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は

感
銘
を
受
け
た
な
ど
、
賞
賛
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
支
援
事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。

⑷NPO法人 伊達西地区自治協議会だより令和７年（2025）２月27日

　

令
和
六
年
度
の
「
自
治
協
だ
よ
り
」
発
行
も

本
号
で
４
回
目
、
通
算
で
50
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
西
地
区
の
学
び
舎
で
あ
る
伊
達
小
学
校
が

本
年
百
五
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
植
樹
祭
や
歴

史
講
演
会
な
ど
、
思
い
出
に
残
る
事
業
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
伊
達
小
学
校
全
校
生
徒
の
将
来

へ
の
夢
と
希
望
の
実
現
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
陽
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
ご
用
意
し
て
ま
す

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

根
田
町
内
会

二
．活
動
内
容
と
各
種
事
業
へ
の
支
援

一
．桑
折
町
に
隣
接
す
る
町
内
会

ご
利
用
の
際
は
交
流
館
窓
口
ま
で
!

花壇の花植え

地区内での神事

稚児舞の様子

　

伊
達
中
央
交
流
館
に
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
・
週
に
よ

り
風
味
が
異
な
る
コ
ー
ヒ
ー
を
お
飲
み
い
た

だ
け
ま
す
（
一
杯
100
円
に
て
）。

　

お
散
歩
中
の
休
憩
や
会
議
の
際
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

三
．安
心
し
て
住
み
や
す
い
町
内
会
に

演題（左）と講師の髙野先生（右上）
傾聴する参加者の皆さん（下）

伊
達
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年
記
念
講
演
会 

　「
激
動
す
る
幕
末
維
新
と
長
岡
の
先
駆
者
」


